
■平成26年度
　曽爾保育園入園式
　４月４日（金）に入園式が行われ、今
年度は０歳児２名、１歳児５名、３歳児
１名の子どもたちが入園しました。これ
から曽爾保育園で元気に大きく育って
いって下さいね。
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会　　計　　名

一般会計 1,647,000

256,300

137,700

222,900

3,800

232,900

30,100

2,530,700

1,968,000

263,000

134,700

216,200

5,100

209,800

29,400

2,826,200

△321,000

△6,700

3,000

6,700

△1,300

23,100

700

△295,500

△16.3

△2.5

2.2

3.1

△25.5

11.0

2.4

△10.5

簡易水道事業

住宅新築資金等貸付事業

介護保険

後期高齢者医療

合　　計

国保
事業勘定

直診施設勘定

26年度予算額 25年度予算額 比較増減額 比較増減率

－ 予算総括表 － （単位：千円、%）

▼
基
本
方
針

　
平
成
26
年
度
の
予
算
編
成
は
、
引
き
続

き
経
費
の
削
減
を
図
り
種
々
合
理
化
に
努

め
、
高
齢
者
福
祉
対
策
や
子
育
て
支
援
そ

し
て
定
住
促
進
事
業
を
継
続
し
、
住
民
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。
平
成
25
年
度
の
国
の
補
正
予
算

を
積
極
的
に
活
用
す
る
た
め
に
、
３
月
補

正
で
避
難
所
施
設(

公
民
館
等)

の
耐
震
工

事
な
ど
を
計
上
し
て
一
体
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
平
成
26
年
度
主
要
施
策

●
幹
線
道
路
の
整
備
・
促
進

　
・
主
要
幹
線
か
ら
中
学
校
、
防
災
ヘ
リ

ポ
ー
ト
、
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
曽

爾
へ
続
く
村
道
小
長
尾
線
の
改
良

整
備

　
・
県
道
名
張
曽
爾
線
の
改
良
整
備
の
促

進

●
産
業
の
育
成

　
・
農
業
後
継
者
の
育
成
事
業

　
・
持
続
的
及
び
計
画
的
に
森
林
施
策
を

推
進
す
る
た
め
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
・
Ｇ

Ｐ
Ｓ
測
量
機
器
の
購
入

　
・
曽
爾
高
原
保
全
の
た
め
の
巡
回
員
の

配
置

　
・
集
落
周
辺
の
広
葉
樹
林
等
へ
の
林
種

転
換
計
画
樹
立

　
・
地
域
に
新
た
な
人
材
を
確
保
し
地
域

の
元
気
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
」
の

活
用

●
保
健
福
祉
の
推
進

　
・
緊
急
通
報
装
置
設
置
事
業
、
移
動
支

援
事
業
の
継
続

　
・
特
定
健
診
、
が
ん
検
診
へ
の
受
診
者

を
増
加
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み

　
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
誘
致
調
査

●
生
活
基
盤
と
防
災
体
制
の
整
備

　
・
簡
易
水
道
再
編
事
業
の
継
続

　
・
地
籍
調
査
事
業
の
継
続

　
・
斎
場
改
修
事
業

●
ひ
と
づ
く
り

　
・
小
学
校
複
式
学
級
解
消
さ
せ
る
た
め

の
教
員
確
保
事
業

　
・
子
育
て
を
応
援
す
る
た
め
子
ど
も
医

療
費
の
完
全
無
料
化

●
定
住
促
進

　
・
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
充
実

平成26年度予算の概要
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●
国
民
番
号
法
シ
ス
テ
ム

　
構
築
事
業

９
０
９
万
円

　
平
成
28
年
度
か
ら
本
格
稼
働
さ

れ
る
国
民
番
号
制
に
対
応
さ
せ
る

た
め
、
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
を
順

次
構
築
し
ま
す
。

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

９
０
２
万
円

　
農
林
業
・
観
光
・
情
報
の
３
分

野
で
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
３
人

を
採
用
し
ま
す
。

●
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

７
４
万
円

　

子
育
て
支
援
を
は
か
る
た
め

に
、
中
学
生
以
下
の
医
療
費
を
完

全
に
無
料
化
し
定
住
促
進
を
図
り

ま
す
。

●
独
居
老
人
緊
急
時
支
援
事
業

１
１
０
万
円

　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
の

居
宅
に
緊
急
通
報
装
置
を
設
置

し
、
緊
急
事
態
の
発
生
時
の
対
応

及
び
専
門
知
識
を
有
す
る
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
が
在
宅
生
活
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

●
高
齢
者
移
動
支
援
事
業

１
２
５
万
円

　
高
齢
者
等
の
日
常
生
活
の
利
便

性
の
向
上
と
社
会
参
加
の
促
進
を

図
る
た
め
、
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を

交
付
し
料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

●
地
籍
調
査
事
業１

，
５
８
４
万
円

　
土
地
の
境
界
を
明
確
に
す
る
こ

と
で
、
正
確
な
地
籍
簿
と
地
積
図

を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
、
相
続

に
よ
る
土
地
境
界
の
ト
ラ
ブ
ル
や

災
害
復
旧
で
の
土
地
境
界
の
復
元

に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
・
Ｇ
Ｐ
Ｓ
測
量

　
機
器
購
入
事
業

３
８
９
万
円

　
施
業
林
の
求
積
、
境
界
の
図
式

化
及
び
位
置
の
確
定
な
ど
多
様
に

活
用
で
き
る
本
機
器
を
導
入
し
ま

す
。

●
獣
害
に
つ
よ
い
里
山
づ
く
り

　
事
業

４
６
４
万
円

　
野
生
獣
に
よ
る
農
林
業
の
被
害

の
低
減
を
図
る
た
め
に
、
里
山
林

を
伐
採
し
野
生
獣
の
生
息
地
帯
の

間
に
緩
衝
帯
を
造
成
さ
せ
、
ま
た

里
山
景
観
づ
く
り
に
も
つ
な
げ
ま

す
。

●
曽
爾
高
原
保
全
巡
回
事
業

１
６
６
万
円

　
曽
爾
高
原
内
の
遊
歩
道
以
外
へ

の
侵
入
を
防
止
す
る
た
め
に
巡
視

員
を
配
置
し
、
ス
ス
キ
の
育
成
を

図
り
ま
す
。

●
曽
爾
高
原
観
光
拠
点
駐
車
場

　
整
備

３
，
３
０
０
万
円

　
秋
に
は
曽
爾
高
原
、
曽
爾
高
原

フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
周
辺
の
駐
車

場
が
満
車
に
な
る
こ
と
で
交
通
渋

滞
を
招
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
曽

爾
高
原
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
周
辺

に
駐
車
場
の
整
備
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
既
存
の
駐
車
場
も
舗

装
改
修
を
実
施
し
ま
す
。

●
村
道
小
長
尾
線
改
良
工
事

２
，
０
０
９
万
円

　
主
要
幹
線
か
ら
中
学
校
、
防
災

ヘ
リ
ポ
ー
ト
、
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ

ン
曽
爾
へ
続
く
村
道
小
長
尾
線
の

改
良
整
備
を
し
ま
す
。

●
公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画

　
策
定
事
業

２
５
０
万
円

　
老
朽
化
し
た
村
営
住
宅
の
長
寿

命
化
を
図
る
た
め
、
計
画
を
策
定

し
今
後
の
対
策
を
講
じ
ま
す
。

●
複
式
学
級
解
消
事
業５

５
６
万
円

　
小
学
校
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
の
複
式
学
級
を
解
消
す
る
た
め

に
、
村
費
で
教
職
員

を
配
置
し
ま
す
。

一
般
会
計
施
策
別

　
　
　
　
　
主
要
事
業
一
覧

新
　
規

新
　
規

新
　
規

新
　
規

新
　
規

新
　
規

新
　
規
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村税
１億１，８５４万円
7.2%

村税
１億１，８５４万円
7.2%

繰越金 ５，８００万円 3.5%

公債費
４億１，６６４万円
２５.3％

民生費
３億９１７万円
１8.8％

総務費
２億７，０３０万円
１６.4％

総務費
２億７，０３０万円
１６.4％

農林商工費
１億９，０２９万円
　　11.6％

消防費
１億１，０１７万円 6.７％

教育費
１億６２１万円 6.5％

公債費
４億１，６６４万円
２５.3％

民生費
３億９１７万円
１8.8％

農林商工費
１億９，０２９万円
　　11.6％

消防費
１億１，０１７万円 6.７％

教育費
１億６２１万円 6.5％

衛生費
１億４１９万円 6.3％

衛生費
１億４１９万円 6.3％

土木費 ９，６０６万円 5.8％
議会費 ３，６９７万円 2.2％ 予備費 ７００万円 0.4％

諸収入 ３，３７８万円 2.1%
繰入金 ５００万円 0.3%

各種交付金 ２，１６７万円 1.3%
地方譲与税 ２，１８０万円 1.3%

その他 ２，１６６万円 1.3%

地方交付税
１０億１，３００万円
61.5%

地方交付税
１０億１，３００万円
61.5%

村債
１億４，７９０万円
9.0%

村債
１億４，７９０万円
9.0%

県支出金
１億１，３７５万円 6.9%
県支出金
１億１，３７５万円 6.9%

国庫支出金 ９，１９０７万円 5.6%

依存財源
86%

自主財源
14%

　平成２６年度の予算総額は25億3,070万円(前年度比：2億9,550万円の減)となります。そのうち、
一般会計は16億4,700万円(前年度比：3億2,100万円の減)となります。

一般会計歳入
財源別予算額

一
般
会
計
歳
入

・
村
税　
基
本
的
に
前
年
度
の
収
入
状

況
を
踏
ま
え
た
予
算
と
な
っ
て
い
ま

す
。
個
人
村
民
税
の
減
収
。
固
定
資

産
税
の
増
収
。

　
▽
前
年
度
比
…
１
０
２
万
５
千
円
減

・
地
方
交
付
税　
過
疎
債
な
ど
の
償
還

額
減
少
に
よ
る
減
収
。

　
▽
前
年
度
比
…
２
，
０
０
０
万
円
減

・
国
庫
支
出
金　
避
難
所
耐
震
改
修
費

を
３
月
補
正
に
計
上
し
た
こ
と
に
よ

り
減
収
。

　
▽
前
年
度
比
…
２
，
２
２
５
万
６
千

円
減

・
県
支
出
金　
若
者
定
住
住
宅
整
備
の

終
了
な
ど
に
よ
り
減
収
。

　
▽
前
年
度
比
…
６
，
４
０
４
万
円
減

・
繰
入
金　
財
政
健
全
化
の
効
果
に
よ

り
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
の
減
収

　
▽
前
年
度
比
…
６
，
７
６
０
万
円
減

・
村
債　
避
難
所
耐
震
改
修
費
を
３
月

補
正
に
計
上
し
た
こ
と
に
よ
り
減
収

　
▽
前
年
度
比
…
１
億
１
，
１
２
０
万

円
減

村民一人当たりに使われているお金
※4月1日現在の常住人口

から算出（1,683人）
総務費民生費衛生費農林商工費

税金の賦課、戸籍関係
など

合計
978,610円

160,607円183,703円61,904円113,067円

住民福祉、人権政策 
など

予防接種、ゴミ処理関
係など

農林業、観光など
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義務的経費：9億 619万円　55.0％
( 人件費、扶助費、公債費 )
義務的経費：9億 619万円　55.0％
( 人件費、扶助費、公債費 )

補助費等 14.1％
2億 3,259 万円

物件費 13.6%
2億 2,333 万円

繰出金　8.7%
1億 4,254 万円

その他 投資的経費含む
8.6% 1 億 4,235 万円

村税
１億１，８５４万円
7.2%

村税
１億１，８５４万円
7.2%

繰越金 ５，８００万円 3.5%

公債費
４億１，６６４万円
２５.3％

民生費
３億９１７万円
１8.8％

総務費
２億７，０３０万円
１６.4％

総務費
２億７，０３０万円
１６.4％

農林商工費
１億９，０２９万円
　　11.6％

消防費
１億１，０１７万円 6.７％

教育費
１億６２１万円 6.5％

公債費
４億１，６６４万円
２５.3％

民生費
３億９１７万円
１8.8％

農林商工費
１億９，０２９万円
　　11.6％

消防費
１億１，０１７万円 6.７％

教育費
１億６２１万円 6.5％

衛生費
１億４１９万円 6.3％

衛生費
１億４１９万円 6.3％

土木費 ９，６０６万円 5.8％
議会費 ３，６９７万円 2.2％ 予備費 ７００万円 0.4％

諸収入 ３，３７８万円 2.1%
繰入金 ５００万円 0.3%

各種交付金 ２，１６７万円 1.3%
地方譲与税 ２，１８０万円 1.3%

その他 ２，１６６万円 1.3%

地方交付税
１０億１，３００万円
61.5%

地方交付税
１０億１，３００万円
61.5%

村債
１億４，７９０万円
9.0%

村債
１億４，７９０万円
9.0%

県支出金
１億１，３７５万円 6.9%
県支出金
１億１，３７５万円 6.9%

国庫支出金 ９，１９０７万円 5.6%

依存財源
86%

自主財源
14%

一般会計歳出
財源別予算額

一般会計性質別予算額

一
般
会
計
歳
出

・
総
務
費　
庁
舎
耐
震
改
修
事
業
等
の

終
了
に
よ
り
減
少
。

　
▽
前
年
度
比
…
１
億
３
，
８
７
３
万

円
減

・
民
生
費　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
耐
震

改
修
事
業
等
の
終
了
に
よ
り
減
少
。

　
▽
前
年
度
比
…
５
５
６
万
円
減

・
衛
生
費　
職
員
の
配
置
換
え
な
ど
に

よ
り
減
少
。

　
▽
前
年
度
比
…
６
７
８
万
円
減

・
農
林
商
工
費　
曽
爾
高
原
観
光
拠
点

駐
車
場
整
備
事
業
な
ど
の
増
加
。

　
▽
前
年
度
比
…
２
，
９
８
０
万
円
増

・
土
木
費　
橋
梁
長
寿
命
化
事
業
の
減

少
　
▽
前
年
度
比
…
１
，
０
２
６
万
円
減

・
消
防
費　
林
野
火
災
用
活
動
拠
点
広

場
整
備
事
業
、
消
防
自
動
車
購
入
の

終
了
に
よ
り
減
少

　
▽
前
年
度
比
…
９
，
６
１
８
万
円
減

・
教
育
費　
公
民
館
分
館
耐
震
改
修
事

業
を
３
月
補
正
で
計
上
し
た
こ
と
に

よ
り
減

　
▽
前
年
度
比
…
４
，
４
２
１
万
円
減

・
公
債
費　
過
疎
債
等
の
償
還
額
の
減

少
　
▽
前
年
度
比
…
４
，
５
４
５
万
円
減

土木費消防費教育費公債費その他
村道の整備、公営住宅
の管理など

消防団の運営など学校管理、社会教育な
ど

村債の元金、利子の返
済

議会費、予備費

57,080円65,461円63,108円247,556円26,124円
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３
月
26
日
（
水
）
に
卒
園
式
が

行
わ
れ
、
今
年
度
５
名
の
園
児
が

卒
園
し
ま
し
た
。
保
育
園
生
活
を

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
の
文
化
芸

術
体
験
事
業
の
巡
回
公
演
事
業

「
狂
言
」
が
、
２
月
25
日
、
曽
爾

中
学
校
の
多
目
的
室
で
行
わ
れ
、

村
内
の
小
中
学
生
ら
約
90
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
演
者
で
あ
る
萬
狂

言
の
小
笠
原
匡
さ
ん
が
、
小
・
中

学
生
に
分
か
り
易
く
狂
言
に
つ
い

て
説
明
し
た
後
、
５
名
の
演
者
が

小
学
校
の
教
科
書
に
も
出
て
く
る

「
柿
山
伏
」
や
「
附
子
」
を
熱
演

し
、
場
内
は
時
折
、
大
き
な
笑
い

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
公
演
の
中
で
は
小
中
学
生
が
台

過
ご
し
、
大
き
く
成
長
し
た
子
ど

も
た
ち
は
一
人
ず
つ
堂
々
と
卒
園

証
書
を
受
け
取
り
、
始
め
か
ら
終

詞
で
参
加
す
る
場
面
や
、
公
演
の

合
間
に
狂
言
の
基
本
的
な
歩
き
方

む
ら
の

む
ら
の
話
題
話
題

を
体
験
で
き
る
場
面
も
あ
り
、
参

加
者
は
興
味
深
く
そ
の
様
子
を
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。
小
・
中
学
生

の
中
に
は
「
と
て
も
楽
し
か
っ

た
、
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
鑑
賞
し

た
い
。
」
と
感
想
を
述
べ
る
人
も

多
く
い
ま
し
た
。

わ
り
ま
で
立
派
な
姿
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
在
園
児
も
そ
ん
な
姿

を
見
て
き
っ
と
保
育
園
の
頼
れ
る

お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
に
な
っ
て

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
保
育
園
の
友
だ
ち
、
そ
し
て
先

生
た
ち
は
み
ん
な
の
事
を
い
つ
ま

で
も
応
援
し
て
い
ま
す
。
小
学
校

に
行
っ
て
も
元
気
で
頑
張
っ
て
下

さ
い
ね
。
卒
園
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
の
文
化
芸
術
体
験
事
業

＝
巡
回
公
演
事
業
＝
「
狂
言
」

「柿山伏」の一場面

最
後
ま
で
立
派
に
座
り
、
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た

保
育
園
生
活
の
思
い
出
を
一
人

一
人
が
発
表
し
ま
し
た

出演者の萬狂言の
皆さん

平
成
25
年
度

曽
爾
保
育
園
卒
園
式
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住
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
、
本
年
１
月
か
ら
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
各
大
字
の
総

代
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
曽
爾
中
学
校
第
67
回
卒
業
証
書

授
与
式
が
、
３
年
生
の
保
護
者
や

来
賓
の
方
々
の
ご
臨
席
の
も
と
、

去
る
15
日
（
土
）
に
曽
爾
中
学
校

多
目
的
室
で
挙
行
さ
れ
、
８
名
が

９
年
間
の
義
務
教
育
を
終
え
、
巣

立
ち
ま
し
た
。

　
式
は
張
り
詰
め
た
空
気
の
流
れ

る
中
、
送
辞
で
は
在
校
生
代
表
の

南
達
紀
君
が
３
年
生
と
と
も
に
過

ご
し
た
日
々
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
そ
の
歴
史
を
受
け
継
い
で
、

す
ば
ら
し
い
学
校
を
築
い
て
い
く

こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

山
　
粕
　
　
神
出
　
　
光
さ
ん

　
掛
　
　
　
小
田
　
繁
和
さ
ん

長
　
野
　
　
岡
本
　
久
光
さ
ん

小
長
野
　
　
大
向
　
重
光
さ
ん

今
　
井
　
　
田
合
　
　
孝
さ
ん

塩
　
井
　
　
西
口
　
賢
次
さ
ん

　
葛
　
　
　
穐
西
　
　
均
さ
ん

太
良
路
　
　
瀧
阪
　
　
昇
さ
ん

伊
賀
見
　
　
山
浦
　
一
夫
さ
ん

し
、
答
辞
で
は
３
年
生
一
人
一
人

が
、
全
校
生
徒
・
全
教
職
員
と
の

思
い
出
を
回
想
し
、
保
護
者
を
始

め
多
く
の
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

と
こ
れ
か
ら
の
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。

（
会
　
長
）

（
副
会
長
）

厳粛な雰囲気の卒業式のようす

平成25年度卒業生と保護者

曽
爾
中
学
校
第
67
回
卒
業
証
書
授
与
式

　
　
　
　
　
　
　
～
８
名
が
飛
び
立
つ
！
～

平
成
26
年
の

大
字
総
代
を

紹
介
し
ま
す

※地域おこし協力隊とは
　地域おこし協力隊とは、地方

自治体が都市住民を受け入
れ、臨時職員として任用。地
域おこし活動の支援や農林業
の応援、住民の生活支援など
「地域協力活動」に従事して
もらい、併せてその定住を図り
ながら、地域の活性化に貢献
する事業です。

地域おこし協力隊員
を紹介します！

【名前】　甲斐　健太郎さん
【年齢】　22歳
【隊員から一言】
　４月から地域おこし協力隊
員として、曽爾村でお世話に
なります。
　協力隊員としての期間は３
年間ですが、期間終了後も曽
爾村で活動していきたいと思
いますのでよろしくお願いし
ます。
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20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で

あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　

し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般

的
に
所
得
が
少
な
い
た

め
、
ご
本
人
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、

学
校
教
育
法
に
規
定
す

る
大
学
（
大
学
院
）
、

短
期
大
学
、
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
及
び
各
種
学

校
（
修
業
年
限
１
年
以

上
で
あ
る
課
程
）
に
在

学
す
る
学
生
等
で
、
ご

本
人
の
前
年
所
得
が
上
記
の
計
算

式
で
計
算
し
た
金
額
以
下
で
あ
る

こ
と
が
条
件
で
す
。 

　

平
成
26
年
４
月
以
降
学
生
で

あ
っ
て
、
学
生
納
付
特
例
制
度
に

よ
り
納
付
猶
予
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
「
学
生
証
の
写
し
」
ま
た
は

「
在
学
証
明
書
」
、
「
印
鑑
」
を

持
参
の
上
、
住
民
生
活
課
（
９
４

-

２
１
０
２
）
も
し
く
は
桜
井
年

金
事
務
所
（
０
７
４
４-

４
２-

０
０
３
３
）
に
お
い
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。 

　
平
成
25
年
度
に
学
生
納
付
特
例

制
度
に
よ
り
保
険
料
納
付
を
猶
予

さ
れ
て
い
る
方
で
、
平
成
26
年
度

も
引
き
続
き
在
学
予
定
の
方
は
、

４
月
始
め
に
再
申
請
の
用
紙
が
送

ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
必
要
事
項

を
記
入
し
返
送
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
、
平
成
26
年
度
の
申
請
が
で

き
ま
す
。
（
こ
の
場
合
、
在
学
証

明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し
の
添

付
は
不
要
で
す
。
） 

　

な
お
、
平
成
26
年
度
は
学
生

納
付
特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、

保
険
料
の
納
付
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
桜
井
年
金
事
務
所

（
０
７
４
４-

４
２-

０
０
３
３
）

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

▼
曽
爾
村
役
場
住
民
生
活
課

平成26年度狂犬病予防集合注射日程
実施日　５月９日（金）

お問い合わせ先
　曽爾村役場　住民生活課　　☎94-２１０２

時　間 場　　　所

午前9時～
　　9時45分

曽爾ふれあいセンター前

午前10時～
　 10時45分

曽爾村役場前

午前11時～
　 11時45分

旧下曽爾小学校
　　　　　体育館駐車場

○犬の登録をされている方には、ハガキ「狂犬病予
防注射のお知らせ」を今月末までに郵送します
ので、当日は必ずハガキと集合注射料金３，２００
円をご持参のうえ、最寄りの会場へお越しくださ
い。
○犬の登録をされている方でハガキが届かなかっ
た場合は、役場までご連絡ください。
○犬の登録がお済みでない方も集合注射を受ける
ことができますが、注射前に犬の登録が必要と
なり、集合注射料金とは別に登録料３，０００円が
必要となります。

● 
お
知
ら
せ 

●

〈所得のめやす〉118万円 ＋｛ 扶養親族等の数×38万円 ｝

平
成
26
年
度
国
民
年
金
保
険
料

学
生
納
付
特
例
制
度
の
ご
案
内

☆
周
囲
の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
な
く
、
い
じ
め
た
り
捨
て
た

り
し
な
い
で
愛
情
と
責
任
を

持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

☆
犬
は
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

☆
犬
の
登
録
は
、
個
々
の
犬
に
対

し
て
の
も
の
で
す
。
新
し
い
犬

を
飼
わ
れ
る
と
き
は
、
新
た
に

登
録
が
必
要
で
す
。

犬
を
飼
わ
れ
て
い
る

皆
様
へ

☆
犬
が
死
亡

し
た
り
、

飼
い
主
や

飼
い
主
の

住
所
が
変

わ
っ
た
場
合
、
届
出
が
必
要
で

す
。

☆
上
記
の
登
録
や
届
出
は
、
普
段

か
ら
役
場
で
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。

☆
狂
犬
病
予
防
注
射
は
毎
年
１
回

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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○
住
民
生
活
課

　
椿
井
雄
一
郎
（
地
域
建
設
課
）

○
教
育
委
員
会

　
教
育
委
員
（
平
成
26
年
４
月
１
日
付
）

　
新
任　
井
作　
謙

―
異
動
後
の
構
成
―

　
教
育
委
員
長　
山
浦
康
二

　
委
員
長
職
務
代
理
者

　
　
土
肥
和
久

　
教
育
委
員　
松
井
幸
也

　
教
育
委
員　
井
作　
謙（
新
任
）

　
教
育
長　
　
尾
上
清
男

○
小
中
学
校

▼
曽
爾
小
学
校

【
転
出
】

　
城
之
内
善
博　
教
諭
（
御
杖
小

学
校
）

【
退
職
】

　
岡
﨑
恭
子　
講
師

　
小
関
美
紀　
養
護
講
師

　
中
林
優
子　
村
費
講
師

　
平
畠
瑞
祈  

村
費
講
師
（
奈
良

市
立
並
松
小
学
校
）

【
転
入
】

　
教
諭　
的
場
政
貴　
（
新
任
）

　
教
諭　
仲
谷
美
都
莉
（
新
任
） 

　
養
護
教
諭　
福
山
千
恵
（
天
理

市
立
前
栽
小
学
校
）

　
村
費
講
師　
井
本
悦
子
（
複
式

学
級
解
消
）

　
村
費
講
師　
土
岐
友
亮
（
複
式

学
級
解
消
）

▼
曽
爾
中
学
校

【
転
出
】

　
鈴
木
俊
司　
校
長
（
室
生
中
学

校
長
）

　
山
口
貴
子　
教
諭
（
菟
田
野
中

学
校･

数
学
）

【
転
入
】

　
校
長　
山
邊
尚
治
（
県
教
委
教

職
員
課
）

　
教
諭　
南　
麻
子
（
桜
井
東
中

学
校
・
数
学
）

■ 
人
事
異
動 

■

　

い
じ
め
ら

れ
て
い
る
、

暴
力
を
ふ
る

わ
れ
て
い
る
、

非
行
を
し
て

い
る
と
い
っ
た
、
様
々
な
子
ど
も

の
悩
み
に
つ
い
て
、
弁
護
士
が
相

談
を
お
聞
き
し
ま
す
。
子
ど
も
は

も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
に
関
す
る
悩

み
を
も
つ
保
護
者
そ
の
他
関
係
者

の
方
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
電
話
下
さ

い
。
奈
良
弁
護
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
（
な
ら
弁
護

士
会
で
検
索
）。

費
用　
無
料
（
電
話
代
は
ご
負
担

下
さ
い
）

実
施
団
体　
奈
良
弁
護
士
会

実
施
日
時　
５
月
10
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
☎
０
７
４
２-

２
３-

５
１
６
６

奈
良
弁
護
士

子
ど
も
の
悩
み
ご
と

１
１
０
番

　健診費用など、詳しくは各世帯に配布される案内をご覧下さい。
　※申込みは、各大字の保健推進員さん、または役場住民生活課へ提出してください。

　第9条　年に1回は家族で健診をうけましょう。（そに健康づくり10ヶ条）
平成26年度特定健診・がん検診の申込みがはじまります

国保特定健診

後期高齢者健診

肺がん検診

曽爾村国民健康保険加入の40歳以上の方
後期高齢者医療保険加入の方
40歳以上の方

大腸がん検診

胃がん検診

前立腺がん検診

35歳以上の方
35歳以上の方
40歳以上の方

歯周疾患検診

肝炎ウイルス検査

子宮がん検診

40歳以上の方
40歳以上の方

20歳以上の女性
乳がん検診 40歳以上の女性

項　　目

6月28日（土）

6月30日（月）

7月1日（火）

7月2日（水）

5月30日（金）
5月31日（土）

日　　程対　象　者

老人福祉センター

老人福祉センター

場　　所



10

　
曽
爾
村
は
、
平
成
26
年
８
月
１
日

採
用
の
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

❶
職
種
、
採
用
予
定
人
員
、
受
験
資

格
採
用
職
種　
一
般
事
務
職

採
用
予
定
人
員　
若
干
名

受
験
資
格　
昭
和
59
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
学
校
教
育

法
に
よ
る
高
等
学
校
卒
業
程
度

以
上
の
学
力
を
有
す
る
者
。

　
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
。

　
た
だ
し
、
地
方
公
務
員
法
第
16
条

各
号
の
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

者
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

　

①
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐

人
（
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
規
定
に
よ
り
従
前
の
例
に
よ
る
こ

と
と
さ
れ
る
準
禁
治
産
者
を
含
む
。）

②
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
さ
れ
、
そ

の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
執
行

を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の

者
。
③
曽
爾
村
職
員
と
し
て
懲
戒
免

職
の
処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日

か
ら
２
年
を
経
過
し
な
い
者
。
④
日

本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成
立
し
た

政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主

張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成

し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者
。

❷
受
験
手
続
き
、
受
付
、
申
込
先

⑴
受
験
手
続
き
に
必
要
な
も
の

 

・
職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
役
場
で

用
意
し
ま
す
）　
１
通

 

・
自
筆
の
履
歴
書　
１
通　
３
ヶ
月

以
内
に
撮
影
し
た
写
真（
上
半
身
、

脱
帽
正
面
向
き
）
を
貼
る

 

・
写
真
（
上
記
と
同
一
の
も
の
・
受

験
票
用
）　
１
枚

 

・
最
終
学
校
の
卒
業
証
明
書　
１
通

 

・
最
終
学
校
の
成
績
証
明
書
（
原
本

に
限
る
）　
１
通

⑵
申
込
書
受
付
期
間
及
び
時
間
、
提

出
先

　
平
成
26
年
４
月
21
日
（
月
）
～
５

月
16
日
（
金
） た
だ
し
、
土
・
日
・

祝
日
は
受
付
け
で
き
ま
せ
ん
。                         

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

提
出
先　
〒
６
３
３-

１
２
１
２　

奈
良
県
宇
陀
郡
曽
爾
村
大
字
今

井
４
９
５
番
地
の
１

　
曽
爾
村
役
場　
総
務
課
宛

※
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
書
留
な
ど

確
実
な
方
法
で
、封
筒
の
表
に「
職

員
採
用
試
験
申
込
書
在
中
」
と
朱

書
き
し
期
限
必
着
（
５
月
16
日
午

後
５
時
ま
で
）
と
し
ま
す
。

⑶
募
集
案
内
・
採
用
試
験
申
込
書
の

配
布

〒
６
３
３-

１
２
１
２　
奈
良
県
宇

陀
郡
曽
爾
村
大
字
今
井
４
９
５

番
地
の
１

　
曽
爾
村
役
場
総
務
課
で
配
布
し
ま

す
。

※
郵
便
に
よ
る
請
求
の
場
合
は
、

宛
先
を
明
記
し
た
返
信
用
封
筒

（
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
角
２

号
封
筒
Ａ
４
サ
イ
ズ
）を
同
封
し
、

封
筒
の
表
に
「
採
用
試
験
申
込
書

請
求
」
と
朱
書
き
し
、
上
記
ま
で

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

❸
試
験
日
及
び
方
法

【
第
一
次
試
験
】

日
時　
平
成
26
年
６
月
８
日
（
日
）

受
付　
午
前
８
時
30
分
～
９
時
30
分

教
養
試
験　
午
前
10
時
～
12
時

試
験
会
場　
曽
爾
村
中
央
公
民
館
２

階
講
堂
（
曽
爾
村
役
場
横
隣
）

内
容　
筆
記
試
験
［
教
養
試
験
］
公

務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
知
識

及
び
知
能
に
つ
い
て
、高
等
学
校
、

短
期
大
学
及
び
大
学
卒
業
程
度

の
学
力
試
験
に
区
分
し
て
実
施

し
ま
す
。

【
第
二
次
試
験
】

日
時　
６
月
下
旬　
第
一
次
試
験
合

格
者
に
別
途
通
知
し
ま
す

内
容　
作
文
試
験
・
口
述
試
験　
作

文
及
び
個
別
面
接
に
よ
る
口
述

試
験

❹
合
格
者
の
発
表

第
一
次
試
験
合
格
者
発
表　
６
月
中

旬
（
予
定
）
本
人
に
郵
送
で
通
知

第
二
次
試
験
合
格
者
発
表　
６
月
下

旬
（
予
定
）  

本
人
に
郵
送
で
通

知
❺
採
用　
採
用
は
、
平
成
26
年
８
月

１
日
の
予
定
で
す
。

❻
給
与　
曽
爾
村
の
一
般
職
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
。

　

現
行
初
任
給
月
額
は
、
高
校
卒

１
４
０
，
１
０
０
円
、
短
大
卒

１
５
２
，
８
０
０
円
、
大
学
卒 

１
７
２
，
２
０
０
円
で
、
こ
の
ほ

か
、
扶
養
手
当
、
住
居
手
当
、
通

勤
手
当
、
期
末
・
勤
勉
手
当
な
ど

が
そ
れ
ぞ
れ
の
条
件
に
応
じ
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
　
な
お
、
初
任
給
は
採
用
前
の
経

歴
な
ど
に
応
じ
て
加
算
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
申
込
書
の
請
求
や
お
問
い
合
わ
せ

は 

曽
爾
村
役
場
総
務
課
ま
で

　
〒
６
３
３-

１
２
１
２

　
奈
良
県
宇
陀
郡
曽
爾
村
大
字
今
井

４
９
５
番
地-

１

　
☎
９
４-

２
１
０
１

平
成
26
年
度
・
年
度
途
中
曽
爾
村

職
員
採
用
試
験
案
内
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同
大
会
の
機
運
醸
成
や
河
川
環

境
保
全
の
大
切
さ
を
啓
発
す
る
こ

と
な
ど
を
目
的
に
曽
爾
村
漁
業
協

同
組
合
協
力
の
も
と
、
小
学
生
が

鮎
稚
魚
の
放
流
を
行
い
ま
す
。

日
時　
平
成
26
年
５
月
11
日（
日
）

午
前
11
時
～

　
（
予
備
日
５
月
18
日
（
日
））

場
所　

大
字
今
井 

門
僕
神
社
前

青
蓮
寺
川
左
岸
河
川
敷

駐
車
場　
観
覧
さ
れ
る
方
は
、
曽

爾
村
役
場
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◇

　
「
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」

は
水
産
資
源
の
保
護
・
管
理
と
海

や
河
川
の
環
境
保
全
の
大
切
さ
を

広
く
国
民
に
訴
え
る
と
と
も
に
、

我
が
国
の
水
産
業
の
振
興
と
発
展

を
図
る
た
め
、
昭
和
56
年
か
ら
毎

年
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
第
34
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く

り
大
会
～
や
ま
と
～
」
は
本
年
11

月
16
日
（
日
）
に
「
式
典
行
事
」

を
大
淀
町
に
て
、「
放
流
・
歓
迎

行
事
」
を
川
上
村
で
開
催
致
し
ま

す
。

―
お
問
い
合
わ
せ
先
ー

　
第
34
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

大
会
奈
良
県
実
行
委
員
会
事
務
局

（
奈
良
県
庁
農
林
部
内
）

☎
０
７
４
２-

２
７-
８
９
２
４

大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.pref.nara.

jp./30384.htm

回
収
日　
５
月
14
日
（
水
）

※
前
日
の
13
日
（
火
）
に
集
積
場

所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

集
積
場
所

・
山
粕
…
曽
爾
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
前

・
掛
…
掛
農
業
集
会
所

・
長
野
…
長
野
公
民
館

・
小
長
尾
…
小
長
尾
公
民
館

・
今
井
…
今
井
集
落
セ
ン
タ
ー

・
塩
井
…
塩
井
集
落
セ
ン
タ
ー

・
葛
…
葛
集
落
セ
ン
タ
ー

・
太
良
路
…
太
良
路
公
民
館

・
伊
賀
見
…
伊
賀
見
集
落
セ
ン

タ
ー

品
目　
蛍
光
灯
（
丸
管
）
、
蛍
光

灯
（
直
管
）
、
電
球
、
乾
電

池
、
割
れ
た
蛍
光
灯
と
電
球
、

水
銀
体
温
計

出
し
方　
集
積
場
所
に
設
置
す
る

専
用
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
、
分

別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

・
業
者
の
方
は
、
自
己
責
任
に
よ

り
適
切
に
処
理
し
て
く
だ
さ

い
。

・
自
動
車
の
バ
ッ
テ
リ
ー
は
回
収

で
き
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
曽
爾
村
役
場　
住
民
生
活
課

　
☎
９
４-

２
１
０
２

平成26年5月  奈良県医師会の学術部会が行う健康相談

場　所　奈良県医師会館　１階　
　　　　県民健康サービス室（近鉄大和八木駅から北へ徒歩７分）
連絡先　〒634-8502　橿原市内膳町5-5-8
　　　　奈良県医師会各主催部会　☎0744（22）8502

　お気軽にお問い合せください

目の健康相談

内科疾患に関する
健康相談

精神科に関する
健康相談

5月13日（火） 午後２時～３時

5月20日（火） 午後２時～３時

5月23日（金） 午後3時～4時

相談日の種類

奈良県眼科医会

奈良県医師会内科部会

奈良県医師会精神神経科部会

主催する部会日　　　時

予約不要

予約必要

予約必要

予約の必要

「
第
34
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

～
や
ま
と
～
」
リ
レ
ー
放
流
開
催

蛍
光
灯・電
球・乾
電

池
の
収
集
に
つ
い
て
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【
春
期
農
作
業
賃
金
】

　

３
月
の
農
業
委
員
会
に
お
い

て
、
春
期
農
作
業
賃
金
を
下
記
の

と
お
り
定
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
金
額
は
出
し
手
、

受
け
手
の
目
安
と
し
て
定
め
て
い

る
も
の
で
す
。
地
域
に
よ
り
条
件

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
双
方
で
話

し
合
い
で
決
定
し
て
く
だ
さ
い
。

曽
爾
村
農
業
委
員
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

○平成26年度春期農作業賃金　　　　 （単位：円）
区　　分 備　　　考平成26年度

一般農作業 1日8時間
男女の別、賄なし9,000円

耕うん＋代かき 25,000円
耕うん 10,000円
代かき 15,000円
機械田植

10a当たり
賄なし

11,000円

お
問
い
合
わ
せ
先

　
曽
爾
村
農
業
委
員
会

　
（
役
場
地
域
建
設
課
内
）

　
☎
９
４-

２
１
０
５

 

● 

ご 

厚 
志

　
関
本
泰
男
様
よ
り
、
子
育
て
支

援
の
た
め
村
内
小
・
中
学
校
及
び

保
育
園
に
温
か
い
ご
厚
志
を
頂
き

ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
○
対
象
者（
今
ま
で
と
同
じ
で
す
。）

　
曽
爾
村
に
お
住
ま
い
の
０
歳
か

ら
中
学
生
ま
で

　
乳
幼
児
医
療
費
、
子
ど
も
医
療

費
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
、

心
身
障
害
者
医
療
費
の
す
べ
て
の

福
祉
医
療
費
の
対
象
者

　
た
だ
し
、
生
活
保
護
法
の
保
護

等
を
受
け
ら
れ
て
い
る
乳
幼
児
児

童
生
徒
は
そ
の
制
度
が
優
先
さ
れ

ま
す
。

○
対
象
と
な
る
医
療
費

　
対
象
者
が
平
成
26
年
４
月
１
日

以
降
に
受
診
し
、
医
療
機
関
の
窓

口
で
支
払
っ
た
額
（
健
康
保
険
適

用
診
療
に
限
る
）

　
た
だ
し
、
平
成
26
年
３
月
31
日

ま
で
に
受
診
さ
れ
た
医
療
費
は
、

通
院
５
０
０
円
・
入
院
１
０
０
０

円
ま
で
の
負
担
が
必
要
で
す
。

○
助
成
金
額

　
対
象
と
な
る
医
療
費
（
高
額
医

療
費
な
ど
健
康
保
険
か
ら
給
付
さ

れ
る
額
を
除
く
）
の
全
額

○
助
成
方
法（
今
ま
で
と
同
じ
で
す
。）

　

医
療
機
関
で
一
旦
、
医
療
費

の
自
己
負
担
額(

２
割
ま
た
は
３

割
）を
支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
県
内
の
医
療
機
関
で
受
診
の
場

合
…
今
ま
で
ど
お
り
自
動
的
に
振

り
込
み
ま
す
。

　
県
外
の
医
療
機
関
で
受
診
の
場

合
…
１
ヶ
月
分
の
領
収
書
を
ま
と

め
て
住
民
生
活
課
に
請
求
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
請
求
後
概

ね
２
ヶ
月
後
に
指
定
の
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
。

請
求
時
の
持
ち
物

・
領
収
書
（
１
ヶ
月
分
を
ま
と
め

て
）

・
対
象
者
の
健
康
保
険
証

・
印
鑑

・
保
護
者
の
預
金
通
帳

・
高
額
療
養
費
決
定
通
知
書
（
該

当
す
る
方
の
み
）

中
学
生
ま
で
の
医
療

費
が
４
月
か
ら
無
料

に
な
り
ま
す

　
曽
爾
村
で
は
、
生
活
排
水
に
よ

る
河
川
の
水
質
汚
濁
防
止
を
目
的

に
、
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
つ
き
ま
し
て

も
、
個
人
で
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ

る
場
合
は
、
曽
爾
村
浄
化
槽
設
置

整
備
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
に
よ

浄
化
槽
の
設
置
を

希
望
さ
れ
る
方
へ

○平成26年度補助金額
居住面積

１３０㎡未満

※補助金額が変更される場合があります。

４４４，０００円５人槽（ＮｏｒＰ除去型）

１３０㎡以上 ４86，０００円7人槽（ＮｏｒＰ除去型）

台所・浴室が
２か所以上 576，０００円10人槽（ＮｏｒＰ除去型）

補助金額浄化槽人槽

り
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
（
申
請

に
基
づ
き
決
定
し
ま
す
）
。
本
年

度
の
補
助
対
象
基
数
は
約
５
基
と

な
っ
て
い
ま
す
。
設
置
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
お
早
め
に
役
場
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請

数
が
補
助
対
象
基
数
に
達
し
た
時

点
で
、
本
年
度
の
補
助
金
交
付
申

請
は
締
め
切
り
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
曽
爾
村
役
場　
住
民
生
活
課

　
☎
９
４–

２
１
０
２
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自
動
車
運
転

者
の
交
通
道
徳

の
高
揚
を
図
る

た
め
、
秋
に
優

良
運
転
者
の
表

彰
を
行
い
ま
す
の
で
該
当
さ
れ
る

希
望
者
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　
平
成
26
年
５
月
１
日

～
５
月
31
日

受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４

時
（
12
時
～
１
時
を
除
く
）

＊
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
は
除

き
ま
す
。

①
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
資
格

⑴
桜
井
警
察
（
宇
陀
警
察
庁
舎
）

管
内
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
運
転

免
許
保
持
者
で
あ
る
こ
と

⑵
自
動
車
及
び
原
動
機
付
自
転
車

の
運
転
を
継
続
し
て
行
っ
て
い

る
こ
と

②
表
彰
の
種
別
・
条
件
（
表
彰
の

種
別
ご
と
に
条
件
を
全
て
充
た

し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。)

⑴
支
部
表
彰　
「
桜
井
警
察
署
長

と
（
一
財
）
奈
良
県
交
通
安
全

協
会
桜
井
支
部
協
会
会
長
の
連

名
表
彰
」

　
　
表
彰
の
申
請
日
を
基
準
と
し

て
過
去
６
年
以
上
の
間
、
継
続

し
て
無
事
故
及
び
無
違
反
で

あ
っ
て
、
か
つ
運
転
免
許
の
効

力
の
停
止
処
分
を
う
け
た
こ
と

が
な
い
こ
と

⑵
ベ
ス
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
顕
彰
「
奈

良
県
警
察
本
部
長
と
（
一
財
）

奈
良
県
交
通
安
全
協
会
会
長
の

連
名
表
彰
」

　
ア
平
成
25
年
４
月
30
日
現
在
上

級
顕
彰
を
受
け
て
い
る
方

で
、
上
級
顕
彰
受
賞
後
１
年

以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と

　
イ
顕
彰
の
申
請
日
を
基
準
と
し

て
過
去
10
年
以
上
の
間
、
継

続
し
て
無
事
故
及
び
無
違
反

で
あ
っ
て
、
か
つ
運
転
免
許

の
効
力
の
停
止
処
分
を
う
け

た
こ
と
が
な
い
こ
と

③
必
要
書
類

⑴
支
部
表
彰

　
ア
申
請
書
…
１
通

　
　
（
一
財
）
奈
良
県
交
通
安
全

協
会
桜
井
支
部
協
会
（
旧
宇

陀
警
察
署
内
、
旧
宇
陀
支
部

協
会
）
に
あ
り
ま
す

イ
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
記
載
の
「
無
事
故

無
違
反
の
証
」
の
写
し
…
１

通

ウ
運
転
免
許
証
の
写
し
…
１
通

⑵
ベ
ス
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
顕
彰

　
右
記
ア
・
イ
・
ウ
及
び
上
級
顕

彰
の
写
し

＊
表
彰
人
数
に
制
限
が
あ
り
選
考

の
上
表
彰
さ
れ
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

＊
そ
の
他
の
表
彰
に
つ
き
ま
し
て

は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先
■

　
桜
井
警
察
署
宇
陀
警
察
庁
舎
内

　
一
般
財
団
法
人　
奈
良
県
交
通

　
安
全
協
会
桜
井
支
部
協
会　

　
事
務
局
宇
陀
地
区
協
会　
松
田

　
　
　
　
　
☎
８
２-

０
１
１
０

　年齢が増すにつれて、健康の事が気になってきます。特に食べ過ぎ、
飲み過ぎに注意しなければなりません。そのことから、村長に就任以

来、毎日弁当をもってきています。弁当は食事の量がきまり食べ過ぎないからです。
　また、自分の体を管理、知ることも大事であり、体重と血圧は毎日計り、その数値をみて意識付
けをしています。出張の時は、なるべくエレベーターを使わず階段を利用しています。後は、飲み
過ぎに注意することです。
………………………………………………………………………………………………村長　芝田　秀数

毎月ひとりずつ健康に関する体験談を紹介します。

優
良
運
転
者
の
表
彰

申
請
に
つ
い
て

みんなでつなぐ
「健康リレー」

vol.13
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業
務
内
容　
電
話
応
対
、
受
付
業

務
、
防
災
無
線
放
送
、
村
長
秘

書
等

雇
用
期
間　
６
月
１
日
か
ら
11
月

30
日
（
再
雇
用
有
り
）

勤
務
日　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
３
時

15
分
（
休
憩
時
間
１
時
間
）

賃
金　
８
５
０
円
（
時
給
）

交
通
費　
支
給
（
片
道
２
㎞
未
満

は
不
支
給
）

福
利
厚
生　
雇
用
保
険
有
り
、
社

会
保
険
適
用
な
し

応
募
資
格　
パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド
、

エ
ク
セ
ル
等
）
が
使
え
る
方

採
用
人
数　
１
名

応
募
方
法　
平
成
26
年
５
月
16
日

ま
で
に
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
役
場
総
務
課
ま
で

持
参
又
は
郵
送
（
必
着
）

選
考
方
法　
書
類
選
考
及
び
面
接

に
よ
る

お
問
い
合
わ
せ
先　
曽
爾
村
役
場

　
総
務
課　
☎
９
４-

２
１
０
１

日
時　
５
月
14
日
（
水
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
12
時

　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

場
所

▼
奈
良
弁
護
士
会

　
奈
良
市
中
筋
町
22
番
地
の
１

　
相
談
時
間
…
１
人
30
分
間

　
先
着
30
名

▼
経
済
会
館

　
大
和
高
田
市
大
中
１
０
６-
２

　
相
談
時
間
…
１
人
30
分
間

　
先
着
20
名

予
約
受
付

　
４
月
14
日
（
月
）
〜
５
月
２
日

（
金
）

　

電
話
予
約
…
奈
良
弁
護
士
会

（
０
７
２
２-

２
２-

２
０
３
５
）

で
先
着
順
。

受
付
時
間
　
平
日
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
５
時

「
憲
法
週
間
」
記
念

無
料
法
律
相
談

作り方

材料４人前

① Ａを混ぜ、合わせ酢を作っておく。
② きゅうりは小口切りにし、チーズは１㎝角に切る。
③ ゆで卵は乱切りにする。パプリカは種を取り、すりおろす。残った皮は包丁で細かく切る。
④ ボウルに温かいご飯を入れ、スキムミルク、パプリカと①を混ぜ冷ます。
⑤ ④に②を混ぜ、ゆで卵を散らす。

彩りちらし

曽爾村食生活改善推進員協議会

きゅうり……………１本（80ｇ）
６Ｐチース……80ｇ
ゆで卵……1個
パプリカ（赤）……40ｇ
ごはん……600ｇ
スキムミルク……小さじ4
　　砂糖…… 大1と1／2
Ａ　塩……………小１
　　酢……………大４

　私たち食生活改善推進員は、「食育」を通して健康
づくりのための普及啓発活動を行っています。

　子どもの健全な成長は、もちろん、生活習慣病予防や高齢者の低栄養予防など、健康にかかわる
課題の改善に取り組んでいます。
　なかでも毎日の食卓に牛乳や乳製品を取り入れることで「カルシウム不足」の改善を目指し、規
則正しくバランスのよい食習慣を身につけていただくことが大切だと考えています。
　曽爾村でもカルシウム不足の改善を目指し、牛乳・乳製品を使った料理を紹介します!!

食 生 活 改 善 レ シ ピ

１人前　373kcal

曽
爾
村
役
場
臨
時
職

員
を
募
集
し
ま
す
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診療時間　　午前は、9：00から
　　　　　　午後は、3：30からです。(水・金曜日は午後休診）
　　　　　　なお、午後１：００～３：３０までは往診となります。

曜日 月
8：30
  ～11：30

4：30まで

火
8：30
  ～11：30

4：30まで

水
8：30
  ～11：30

  休　診

木
8：30
  ～11：30

4：30まで

金
8：30
  ～11：30

  休　診

医師 宮前 了輔

午前

午後

受付時間
医
　  

科

歯
　  

科

診療時間　　予約診療です。
　　　　　　ただし、急患の場合は随時受付します。

曜日 月
9：00
  ～12：00

火
9：00
  ～12：00

水
9：00
  ～12：00

木
9：00
  ～12：00

1：00
  ～5：00

1：00
  ～5：00

1：00
  ～5：00

1：00
  ～5：00

金

  休　診

  休　診

医師 田中 宏治

午前

午後

受付時間

☎０７４３-６３-２５４０
ホームページ　http://www.mod.go.jp/pco/nara　　　E-mail　hq1-nara@pco.mod.go.jp

　　　　詳しくは、自衛隊天理募集案内所まで自 衛 官 募 集 案 内
種　　目 資　　　　　格 受付期間 試　験　期　日

２月１日～
　４月２５日

１次
　５月１０・１１日
　（１１日は飛行要員のみ）
２次
　６月１０日～１３日（内１日）
　
一般幹部候補生の飛行要員
３次
海　７月７日～１１日
空　７月１９日～８月７日

一　　　般
幹部候補生

歯科・薬科
幹部候補生

大
卒
程
度
試
験
院
卒
者
試
験

２２歳以上２６歳未満の者（２０歳
以上２２歳未満）の者は大卒（見込
含）、修士課程修了者等（見込含）
は２８歳未満

修士課程修了者等で（見込含）は
２０歳以上２８歳未満

専門の大卒（見込含）２０歳以上
３０歳未満
薬剤は２８歳未満

◎
国
保
診
療
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

４
月
か
ら
医
科
の
医
師
が
か
わ
り
ま
し
た
。
新
し
く
赴
任
さ
れ

た
宮
前
医
師
は
、
耳
鼻
科
が
専
門
で
す
。
医
師
の
交
替
に
よ
り
、

午
後
の
診
療
日
も
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

曽
爾
村
の
皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち

は
。
４
月
よ
り
診
療
所
の
医
科
医

師
と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
、

宮
前
了
輔
と
申
し
ま
す
。
３
月
ま

で
は
奈
良
県
立
医
科
大
学
付
属
病

院
の
耳
鼻
咽
喉
科
で
勤
務
し
て
お

り
ま
し
た
。
専
攻
は
耳
鼻
咽
喉
科

で
、
首
か
ら
上
の
こ
と
に
つ
い
て

は
少
し
そ
の
他
の
体
の
問
題
に
比

べ
て
細
か
く
対
応
可
能
で
す
。
し

か
し
、
以
前
に
下
北
山
村
国
民
健

康
保
険
診
療
所
に
勤
務
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
経
験
も
あ
り
、
患
者
さ

ん
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
て
体
全

体
を
診
て
幅
広
く
問
題
に
対
応
で

き
る
よ
う
日
々
心
が
け
て
お
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
な
に
か
お
困
り
の

際
は
診
療
所
を
ご
利
用
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

曽爾村国民健康
　　保険診療所
医科　宮前了輔
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１歳の誕生日おめでとう！
今まで元気で健康に過ごせた事に感謝
これからも元気に大きくなってね♪
パパとママのもとに来てくれてありがとう
怜愛ちゃん大好き！！……………家族より

大字掛

小田怜愛ちゃん
平成25年4月22日生

4月号
平成26年4月15日発行

（通巻511号）

（平成26年4月1日現在）

●発行　曽爾村役場
●編集　総務課
　〒633-1212
　奈良県宇陀郡曽爾村
　　　　大字今井495-1
　　☎　0745-94-2101
　ＦＡＸ 　　　94-2066
●印刷　伊和印刷　
●広報曽爾題字
　故　清水公照
　　（第207世、第208世
　　　東大寺別当）　

高齢者クラブ活動
（全て13：30〜）

出生おめでとうございます 謹んでお悔やみ申し上げます

善　　意　　銀　　行

ご結婚おめでとうございます

2月27日　　小長尾　　　髙山　和
わ

花
か

ちゃん
　　　　　　　　　　　　（父　力　さん）
　　　　　　　　　　　　（母　雅子さん）

3月  7日　　長　野　　　納村　琉
るい

斗
と

くん
　　　　　　　　　　　　（父　拓也さん）
　　　　　　　　　　　　（母　実央さん）

3月  7日　掛　　　小田　由美さん（51歳）
3月  8日　葛　　　穐西　數男さん（89歳）
3月11日　長野　　田合　　茂さん（88歳）

穐西善和さんより
  亡父　數男さんの生前のご厚情に対し金一封
田合松男さんより
  亡父　茂さんの生前のご厚情に対し金一封
尊い善意をお寄せ下さいまして、
　　　　　　　　　誠にありがとうございます。

3月19日　　東大阪市　　坂本　優作さん
　　　　　　葛　　　　　島田　美佳さん
3月26日　　大和郡山市　犬山　拓也さん
　　　　　　長野　　　　西浦かおりさん

元気で、強くて、
やさしいこになっ
てね。
……家族より

大字長野

岡本流空くん
平成25年4月9日生

こんなに大きくなりました
広報誌デビュー

カラオケ　第1・第3㊍
大正琴　第1・第3㊍
民　謡　第1・第3㊎
手　芸　月1回　金
陶　芸　第4　　 ㊌
山野草　第3　　 ㊊

人口1,683人
（−23）
男　776人
（−18）
女　907人
（−5）

世帯数689世帯
（−5）

みんなの広場

事　業　名 実施日 時間 対象者 場所・内容等

乳幼児健康相談

食生活改善推進員
定例会①

5月22日㈭
10:00～
12:00

○場所：子育て支援センター
○内容：育児相談、発達相談
　など
○スタッフ：保育士、保健師

未就学児と
保護者

○場所：老人福祉センター
○内容：介護予防のための
　　　　ストレッチ、筋力　　
　　　　トレーニング等

○場所：老人福祉センター
○内容：生活習慣病予防学習会

65歳以上の
対象者

食生活推進員

○場所：老人福祉センター
○乳がん検診：視触診・マンモグラ
　フィ検査
　子宮がん検診：子宮頸がん細胞診
＊申込みが必要です。

乳がん
40歳以上の女性
子宮がん
20歳以上の女性
＊昨年受診された方
　は、対象外です。

9:30～
11:30

9:30～

9:00～
12:00

5月30日㈮
5月31日㈯

5月27日㈫

5月28日㈬

乳がん・
子宮がん検診

健康いきいき教室
（フォローアップ教室）

ほけん事業予定表（5月）

おか　もと　　り　　く

お　　 だ　  れい　  あ


